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【問合せ】Ｕ&Ｉときめき課　☎773－6659

多世代の市民全員が輝き  健康で快適に暮らせ  若者の期待に応えられるまち

「住まう歓びを感じるまち 南魚沼市」を考える

　今回は、竹俣地区にお住まいの髙村雅子さん（東京都出身）を紹
介します。
Q　南魚沼市に住むきっかけは？
A　主人が市内出身で、結婚前からいずれは南魚沼市へ戻りたいと
　　相談されていました。当時東京で仕事をしていましたが、お米
　　とお酒が好きだったので、移り住むことに抵抗はなかったです。
　　長女を出産後、平成24年の春にこちらに移りました。
Q　南魚沼市に住んでみて、いかがですか？
A　移り住んですぐは、周りに知り合いもいなかったので子どもを
　　ベビーカーに乗せてよく散歩をしていました。そうすると、外
　　で作業をしていた近所のおばあちゃんが話かけてくれたんです。
　　都内だと歩いていても見向きもされなかったと思うので、南魚沼市には温かい心をもった人が多
　　いなと感じました。
Q　困ったことはありましたか？
A　移動手段が車中心なことです。自動車運転免許は南魚沼で取りました。
Q　南魚沼市の魅力は？
A　お米とお酒がおいしいことと、自然が豊かなことです。どこからも山が見渡せて、日本ならでは
　　のはっきりとした四季が感じられる貴重な場所です。
Q　お仕事は？
A　平成28年から市内の「sayang」という美容室で美容師をしています。昔からの常連さんに名前
　　を覚えていただいたり、自家製のお土産などのお裾分けをいただいたりと、地域密着のふれあい
　　ができるのはとても良いですね。
Q　髙村さんにとって大切なものは？
A　家族です。主人と子ども４人と暮らしています。美容師は土・日曜日に休みが取れない職業なの
　　で、続けるか悩んでいた時に、子どもから「美容師辞めないでね」と後押ししてもらい、美容師
　　を続けることを決意しました。土・日曜日は、市内の主人の実家に子どもを預かってもらうこと
　　もあり、主人にも、主人の両親にも感謝していて、家族にはとても助けられています。
Q　生活を営む上で大切にしていることは？
A　夕食は家族みんなで一緒にとることです。子どもが大きくなり習い事や部活が始まって生活リズ
　　ムがばらばらになっても、大事な習慣にしていきたいです。

Q　南魚沼市で暮らそうと考えている人に一言
A　子育てするには間違いない環境です。空気や水
　　がおいしいし、人がごった返していない環境で
　　育てられるのが良い点ですね。クモやカメムシ
　　などここでは当たり前にみられる虫も、ここに
　　来る前は私は実物を見たことがありませんでし
　　た。虫がたくさんいるのも、ここの空気や水が
　　きれいな証拠だと思います。いろいろなものに
　　触れて、四季を感じながら伸び伸びと子どもた
　　ちが育つことができる場所だと思います。

「住まう歓びを感じるまち 南魚沼市」を考える

シリーズ「南魚沼に暮らす」

多世代の市民全員が輝き  健康で快適に暮らせ  若者の期待に応えられるまち
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南魚沼市で輝くひと（第28回）● 髙村雅子さん
たかむらまさ  こ

サヤン

2市報 みなみ魚沼　令和2年6月1日発行



無
罣
礙

南
魚
沼
市
長

林

　茂
男

国際大学留学生 お国自慢コーナー ～ boast of my country ～

［公用語］タイ語
［首　都］バンコク都
［面　積］513,120㎢（50位）
［人　口］68,863,514人（20位）
［GDP（PPP）］1兆2363億ドル（20位） 
［通　貨］バーツ（THB）
※GDP は国内総生産のことで、購買力平価
　説（PPP）により算出した数値です

タイ王国

私の国はこんなところ

　タイは「笑顔の国」として知られています。一
般的にタイの人びとは穏やかで、外国人を含むす
べての人に優しいからです。
　タイは熱帯地域にあるため１年中暖かく、冬で

も美しい白い砂浜を楽しむことができ、外国人からも人気の国です。また、
タイ料理といえば辛い料理で有名です。有名な伝統料理「トム・ヤム・クン」
は、唐辛子、香りづけのハーブ、エビを使った辛いスープです。これらを求
めて、毎年、約４千万人の観光客がタイを訪れます。

南魚沼市に住んで感じたこと

　美しい自然とおいしい空気やお米を満喫できる南魚沼が大好きです。特に
お米は、米の生産が盛んなタイとの共通点を感じました。世界でも有名なタ
イ独自の米の品種「ジャスミン米」は、コシヒカリに比べて長くしっかりし
ています。炊き上がりには花に似た香りがして、カレーによく合います。一
方でコシヒカリは柔らかく滑らかで、日本食、特にすしのおいしさを最大限
に引き出します。日本一の米の品種であるコシヒカリは、私の南魚沼での生
活をより豊かで幸せにします。

ニューヨ
ー
ク
市
民
を
変
え
た
も
の

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
防
止
対

策
で
、
あ
ら
ゆ
る
行
事
が
中
止
と
な
り
、

学
校
生
活
最
後
の
夏
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会
な

ど
も
例
外
で
は
な
く
、
涙
を
飲
ん
だ
子
ど

も
た
ち
。
本
当
に
切
な
い
。
市
の
中
学
生

海
外
派
遣
事
業
も
夏
の
実
施
を
延
期
せ
ざ

る
を
得
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
昨
秋
私
は
、
派
遣
先
に
変
更
で
き
る
か

判
断
し
、
変
更
に
な
っ
た
場
合
に
お
世
話

に
な
る
人
た
ち
へ
あ
い
さ
つ
や
お
願
い
を

す
る
た
め
に
渡
米
し
ま
し
た
。
世
界
の
中

心
と
も
い
わ
れ
る
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
は
、
驚

き
の
連
続
で
し
た
。
移
民
・
独
立
の
米
国

史
、
超
多
人
種
国
家
。
こ
こ
を
訪
れ
る
中

学
生
は
、
か
つ
て
の
戦
争
も
、
世
界
を
震し

ん

撼か
ん

と
さ
せ
た
２
０
０
１
年
の
米
国
同
時
多

発
テ
ロ
事
件
の
こ
と
も
教
科
書
で
習
う
世

代
。
あ
の
日
、
映
画
の
シ
ー
ン
の
よ
う
に

２
機
目
の
旅
客
機
が
世
界
貿
易
セ
ン
タ
ー

ビ
ル
に
突
っ
込
む
映
像
を
テ
レ
ビ
の
生
中

継
で
見
て
、「
こ
れ
か
ら
世
界
は
ど
う
な

っ
て
し
ま
う
の
か
」
と
身
震
い
し
た
こ
と

を
覚
え
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
世
界
が
テ

ロ
に
恐
怖
し
て
い
る
中
で
も
、
翌
年
に
は

Ｆ
Ｉ
Ｆ
Ａ
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
が
日
韓
共
同

で
開
催
さ
れ
た
こ
と
に
、
人
の
世
の
逞た

く
まし

さ
を
感
じ
ま
し
た
。
来
年
の
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
も
こ
う
あ
り
た
い
が
、
最
た
る
は
ニュ
ー

ヨ
ー
ク
市
民
だ
っ
た
の
だ
と
、
こ
の
渡
米

で
知
る
こ
と
に
。
シ
ョ
ッ
ク
に
苛さ

い
なま

れ
な

が
ら
も
焼
け
残
っ
た
鉄
筋
の
柱
に
掲
げ
た

星
条
旗
と
市
旗
を
仰
ぎ
つつ
、不
眠
不
休
で

復
興
を
成
し
遂
げ
た
の
だ
と
。
２
，７
０
０

人
以
上
が
亡
く
な
っ
た
そ
の
跡
地
は
「
グ

ラ
ウ
ン
ド・ゼ
ロ
」
と
名
付
け
ら
れ
た
鎮
魂

の
場
と
な
り
、
こ
こ
を
訪
れ
る
人
び
と
の

足
は
途
絶
え
な
い
。
我
が
国
の
原
爆
ド
ー

ム
・
平
和
祈
念
館
と
同
じ
空
気
が
そ
こ
に

あ
り
ま
し
た
。
先
入
観
を
恥
ず
か
し
く
思

っ
た
ほ
ど
の
街
の
美
し
さ
と
治
安
の
良
さ
。

現
地
の
人
か
ら
聞
い
た
「
こ
の
街
は
あ
の

テ
ロ
か
ら
変
わ
っ
た
」
と
い
う
言
葉
。
将

来
を
生
き
る
若
い
彼
ら
が
感
じ
る
こ
と
は

ど
れ
ほ
ど
で
し
ょ
う
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を

選
定
し
た
き
っ
か
け
は
「
連
れ
て
き
な
さ

い
、
ぜ
ひ
中
学
生
を
」
と
熱
を
込
め
て
提

案
さ
れ
た
当
市
出
身
の
大
坪
賢
次
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
新
潟
県
人
会
長
と
の
出
会
い
に
よ

り
ま
す
。
現
地
で
ご
支
援
い
た
だ
く
会
長

を
は
じ
め
、
知
己
を
得
た
多
く
の
在
米
の

み
な
さ
ん
は
幸
い
に
も
ご
無
事
と
の
こ
と
。

終
息
成
っ
て
、
早
く
か
わ
い
い
子
ど
も
た

ち
に
旅
を
さ
せ
た
い
。

86
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６
月
中
旬
に
「
介
護
保
険
料
決
定
通
知

書
」
を
郵
送
し
ま
す
。
年
間
の
保
険
料
額

や
納
め
方
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

65
歳
以
上
の
人
（
第
１
号
被
保
険
者
）
の

保
険
料

　
65
歳
以
上
の
保
険
料
は
、高
齢
者
人
口
、

介
護
サ
ー
ビ
ス
費
用
や
利
用
者
数
の
推
計

に
よ
り
決
定
し
ま
す
。

　
市
の
令
和
２
年
度
保
険
料
の「
基
準
額
」

は
、
年
額
７
６
，２
０
０
円
で
す
。

　
保
険
料
は
、
世
帯
の
市
民
税
課
税
状
況

や
前
年
の
所
得
な
ど
に
応
じ
て
11
段
階
に

分
か
れ
て
い
ま
す
。
世
帯
全
員
が
市
民
税

非
課
税
の
場
合
や
、
所
得
が
低
い
人
に
は

負
担
が
重
く
な
ら
な
い
よ
う
に
配
慮
し
て

い
ま
す
。

低
所
得
者
の
保
険
料
を
軽
減
し
ま
す

　
消
費
税
増
税
に
伴
う
負
担
の
増
加
を
考

慮
し
て
、
１
～
３
段
階
の
保
険
料
を
軽
減

し
ま
す
。
軽
減
は
自
動
的
に
適
用
し
ま
す

の
で
、
申
請
は
不
要
で
す
。

保
険
料
の
納
め
方

　
大
き
く
分
け
て
特
別
徴
収
と
普
通
徴
収

の
２
種
類
の
納
め
方
が
あ
り
ま
す
。

特 

別
徴
収

　
年
金
天
引
き
に
よ
る
納
付
（
全
６
回
）

普 

通
徴
収

　
口
座
振
替
か
納
付
書
に
よ
る
納
付

　（
全
10
回
）

　
基
本
的
に
は
特
別
徴
収
で
す
が
、
次
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人
は
普
通
徴
収
に

な
り
ま
す
。

・�

65
歳
に
な
っ
て
か
ら
６
～
８
か
月
以
内

の
人

・�

南
魚
沼
市
に
転
入
し
て
か
ら
６
～
８
か

月
以
内
の
人

・�

年
金
を
担
保
に
融
資
を
受
け
て
い
る
人

・�

年
金
の
収
入
額
が
年
額
で
18
万
円
未
満

の
人

・�
平
成
31
年
（
令
和
元
年
）
度
の
保
険
料

が
年
の
途
中
で
大
幅
に
減
っ
た
人

　
ま
た
、
令
和
２
年
度
の
途
中
で
保
険
料

が
増
額
に
な
っ
た
人
は
増
額
分
の
み
普
通

徴
収
に
な
り
、
保
険
料
が
減
額
に
な
っ
た

人
は
特
別
徴
収
が
中
止
と
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

　
口
座
振
替
は
、
手
続
き
を
し
た
翌
月
か

ら
振
替
が
開
始
さ
れ
ま
す
。
手
続
き
を
し

た
月
は
、
納
付
書
で
納
め
て
く
だ
さ
い
。

保
険
料
の
減
免

　「
被
災
し
た
」「
著
し
い
収
入
の
減
少
が

あ
っ
た
」「
債
務
返
済
を
目
的
に
財
産
を

譲
渡
し
た
」
場
合
や
、
保
険
料
が
１
～
３

段
階
の
人
で
、
特
に
生
活
に
困
っ
て
い
る

場
合
は
、
申
請
に
よ
り
保
険
料
が
減
額
に

な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

40
歳
〜
64
歳
の
人
（
第
２
号
被
保
険
者
）

の
保
険
料

　
加
入
の
医
療
保
険
料（
国
民
健
康
保
険
、

職
場
の
健
康
保
険
な
ど
）
に
介
護
保
険
料

が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
64
歳
の
人
は
、
65
歳
に
な
る
前
月
分
ま

で
を
月
割
り
で
納
め
ま
す
。（
65
歳
以
上

の
保
険
料
と
重
複
は
あ
り
ま
せ
ん
）

南
魚
沼
市
の
「
介
護
保
険
料
」

【
問
合
せ
】

　
介
護
保
険
課 

介
護
保
険
係

☎
７
７
３
‐
６
６
７
５

はい
いいえ

第1段階 22,800円
（軽減後）

あなたの保険料年額は？

生活保護を
受けていま
すか

前年の合計
所得金額が
300万円以
上ですか 前年の合計

所得金額が
400万円以
上ですか 前年の合計

所得金額が
500万円以
上ですか

老齢福祉年
金を受給し
ていますか

世帯内に市民
税が課税され
ている人がい
ますか

前年の合計所得金
額と課税年金収入
額の合計が80万
円以下ですか

前年の合計所
得金額と課税
年金収入額の
合計が80万
円以下ですか

前年の合計所
得金額と課税
年金収入額が
120万円を超
えていますか

本人に市民税
が課税されて
いますか 前年の合計所得

金額が120万円
以上ですか

前年の合計所得
金額が200万円
以上ですか

第11段階 152,400円

第10段階 133,300円

第9段階 129,500円

第8段階 114,300円

第7段階 99,000円

第6段階  91,400円

第5段階 76,200円

第4段階 68,500円

第3段階 53,300円
（軽減後）

第2段階 38,100円
（軽減後）

基　準　額
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児
童
手
当
・
特
例
給
付
を
、
指
定
口
座

に
振
り
込
み
ま
す
。
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

振
込
日
　
６
月
12
日
㈮

対
象
月
　
２
月
～
５
月
分

手
当
の
支
給
月
額
（
児
童
一
人
当
た
り
）

３
歳
未
満
の
児
童

　
一
律
　
１
５
，０
０
０
円

３
歳
～
小
学
６
年
生
の
児
童

　
第
１
・
２
子
　
１
０
，０
０
０
円

　
第
３
子
以
降
　
１
５
，０
０
０
円

中
学
生

　
一
律
　
１
０
，０
０
０
円

特
例
給
付

　�

一
律
　
５
，０
０
０
円
（
所
得
制
限
限

度
額
を
超
過
し
た
受
給
者
）

児
童
手
当
の
現
況
届

　
児
童
手
当
の
継
続
受
給
に
は
、
毎
年
６

月
１
日
の
現
況
を
届
け
出
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　
対
象
者
へ
６
月
上
旬
に
現
況
届
を
送
付

し
ま
す
。
期
限
内
に
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

提
出
が
な
い
と
支
給
停
止
と
な
り
ま
す
。

提
出
期
限
　
６
月
30
日
㈫

６
月
は
児
童
手
当
・

特
例
給
付
の
支
給
月
で
す

【
問
合
せ
】

　
子
育
て
支
援
課 

こ
ど
も
家
庭
支
援
班

☎
７
７
３
‐
６
８
２
２

減
免
対
象
と
な
る
契
約
者

　
市
内
に
住
所
が
あ
る
市
県
民
税
非
課
税

世
帯
か
つ
、
高
齢
者
（
申
請
時
に
満
65
歳

以
上
）
の
み
で
生
活
し
て
い
る
世
帯
。
た

だ
し
、
世
帯
員
す
べ
て
が
長
期
入
院
や
施

設
入
所
し
て
い
る
世
帯
、
生
活
保
護
世
帯

は
該
当
し
ま
せ
ん
。

申
込
み

　
申
込
書
（
水
道
課
、
市
民
課
、
大
和
市

民
セ
ン
タ
ー
、
上
下
水
道
料
金
セ
ン
タ
ー

で
配
布
）
と
、
世
帯
全
員
分
の
課
税
証
明

書
（
委
任
状
に
よ
る
代
理
申
請
も
可
）
を

ご
提
出
く
だ
さ
い
。

※
す
で
に
減
免
を
受
け
て
い
る
人
は
再
申

請
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん

　
障
が
い
者
、
高
齢
者
、
妊
産
婦
な
ど
身

体
的
に
行
動
上
の
制
限
を
受
け
る
人
の
社

会
参
加
を
促
進
す
る
た
め
、
安
全
・
円
滑

に
飲
食
店
、
宿
泊
施
設
を
利
用
で
き
る
よ

う
に
行
う
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
装
工
事
（
以

下
、
改
装
工
事
）
に
対
し
て
、
予
算
の
範

囲
内
で
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

対
象
施
設
（
す
べ
て
に
該
当
）

・�

２
年
以
上
営
業
し
、
改
装
工
事
後
も
営

業
を
継
続
す
る
市
内
の
飲
食
店
、
宿
泊

施
設

・�

事
業
者
が
南
魚
沼
市
暴
力
団
排
除
条
例

に
該
当
し
な
い

・�

法
人
ま
た
は
事
業
者
に
市
税
の
滞
納
が

な
い

※�

こ
の
制
度
で
す
で
に
補
助
金
の
交
付
を

受
け
た
施
設
は
対
象
外

対
象
工
事
（
す
べ
て
に
該
当
）

・�

市
内
施
工
業
者
が
行
う
10
万
円（
税
別
）

以
上
の
次
の
改
装
工
事
（
次
の
①
～
③

に
該
当
）

　�

①
ト
イ
レ
の
整
備
、
②
腰
掛
便
座
・
手

す
り
・
ベ
ビ
ー
キ
ー
パ
ー
・
お
む
つ
交

換
台
の
設
置
、
③
出
入
口
や
通
路
の
拡

幅
・
段
差
解
消

・�

補
助
金
交
付
決
定
後
に
契
約
し
、
令
和

３
年
２
月
26
日
㈮
ま
で
に
支
払
い
が
完

了
す
る

・�

施
設
が
賃
借
の
場
合
、
所
有
者
ま
た
は

管
理
者
か
ら
同
意
が
得
ら
れ
る

・�

市
の
他
の
補
助
金
の
交
付
を
受
け
て
い

な
い

補
助
金
額

　�

補
助
対
象
経
費
の
１
／
２
（
上
限
50
万

円
）

※
１
，０
０
０
円
未
満
切
り
捨
て

受
付
期
間
　
６
月
22
日
㈪
～
先
着
順

必
要
書
類

　�

申
請
書
、
内
訳
が
分
か
る
見
積
書
、
着

工
前
写
真
、工
事
図
面
、納
税
証
明
書
、

実
施
同
意
書
、
誓
約
書
な
ど

そ
の
他

　
詳
し
く
は
、
事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

水
道
料
金
福
祉
減
免
制
度

【
問
合
せ
】
水
道
課 

水
道
業
務
係

☎
７
７
４
‐
３
１
４
１

水道料金と減免後料金
単位 減免前の月額 減免後の月額

基本料金 10㎥まで 2,240円 1,050円

超過料金 10㎥を超える
1㎥につき（5,000㎥まで） 246円

※�一般用水道も旧簡易水道も同額です。5,000㎥を超える超過料金、温
泉旅館用・公衆浴場用・臨時用料金は別に定めがあります

店
舗
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
装
工
事
補

助
金
の
募
集

【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　
商
工
観
光
課 

商
工
振
興
班

☎
７
７
３
‐
６
６
６
５
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一日前プロジェクト
【問合せ】　総務課 防災庶務班　☎７７３－６６６０

　ずっと昔、我々がちょうど小学校２、３年生のころに、今回と同じ川の堤防が決壊して、軒下ま
で水が来たんです。そのときに大きな被害を受けたので、地区の人たちの台風に対する備えや考え
方は十分にできていたと思いますが、「40年以上たったから、もう心配ない」というのがどこかに
あったのではないでしょうか。
　平成16年は台風が特に多かった年で、台風が５回来てもなんとかなっていたものだから、６回目
の台風23号の時には、「避難しろ」と言っても、なかなか言うことを聞かなかったということなん
ですよ。
　それで大変な被害を受けたものだから、あれから、台風がくるとい
えば、みんな、車とかを高いところに上げています。それがいつか、「上
げたけど心配なかった」になり、「もう上げなくてもいい」というよ
うになって、危機感がだんだん薄れていかなければいいのですが。今
回の水害で、『災害は忘れたころにやってくる』ことを実感しました。

　「いままで大丈夫だったから」は危ない
平成16年台風第23号（平成16年10月）（徳島市　災害当時60代　男性）

災害に備えて

【問合せ】廃棄物対策課　☎７８２－０３３９

ごみにしない！
３Ｒ推進コーナー

＜ディスポーザーとは＞
　台所の流し台の下に設
置して、生ごみなどを砕
いて流水で下水道などに
流せるようにする機械で
す。

＜設置にあたって＞
・�下水道、市管理の浄化槽に接続している家庭で
利用できます。
・�ディスポーザーの稼働には、電気・水が必要で、
本体の設置、電気工事などの費用がかかります。
・�ディスポーザーの設置は、指定工事店でなけれ
ば行うことはできません。設置する場合は指定
工事店を通じて市に届け出てください。
※�設置について詳しくは、下水道課（☎774－2740）
までお問い合わせください

＜ディスポーザーに投入できないもの＞
　生ごみのうち、粉砕できないものや粉砕しても下
水道管に溜まって詰まるおそれがあるものはディス
ポーザーに投入できません。
【例】繊維質の多い食物・野
菜類（鶏皮やイカの生皮、カ
ニ殻、枝豆のさや、セロリな
どの繊維質のもの、玉ねぎや
トウモロコシの外皮など）、
卵殻、貝殻、牛豚の骨など

メリット
・�生ごみの量が減るため、ごみ出しの負担を減らす
ことができます。

・�生ごみが台所の流し台に溜まらないため、台所の
衛生面を改善する効果があります。

・�ごみステーションの臭気を軽減できます。
・カラスなどの鳥獣による被害を軽減できます。

ディスポーザー
生ごみの減量運動に
ご協力をお願いします！
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まなびのひろば

分
）
へ
の
架
け
替
え
（
同
年
９
月

に
一
部
流
失
）、
昭
和
11
年
に
修

繕
、
昭
和
44
年
に
架
け
替
え
な
ど

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
写
真
１
の
泉
田
橋
は
木
橋
な
の

で
、
大
正
10
年
以
前
に
撮
影
さ
れ

た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

写
真
１

写
真
２
　
　
　
　
　

　
写
真
２
は
、
昭
和
37
年
４
月
に

撮
影
さ
れ
た
泉
田
橋
で
す
。
大
正

時
代
か
ら
使
わ
れ
て
き
た
橋
は
大

き
く
ゆ
が
み
、
早
急
な
架
け
替
え

が
望
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

《
参
考
》『
西
泉
田
誌
』『
六
日
町
誌
』

「
魚
沼
新
報
」

《
写
真
》
個
人
所
蔵

『
大
和
町
の
近
・
現
代
』
を
発
刊

　
大
和
町
の
明
治
時
代
か
ら
平
成

の
閉
町
ま
で
を
ま
と
め
た
『
大
和

町
の
近
・
現
代
』
を
発
刊
し
ま
し

た
。

　
令
和
元
年
に
発
刊
し
た
江
戸
時

代
を
ま
と
め
あ
げ
た
『
大
和
町
の

近
世
』
の
続
巻
で
す
。

体
裁
　
Ａ
５
判

　
　
　
本
文
約
７
６
０
頁

価
格
　
３
，０
０
０
円

発
売
日
　
６
月
８
日
㈪
（
予
定
）

販
売
窓
口
　
中
央
公
民
館
、

　
大
和
公
民
館
、
塩
沢
公
民
館

橋
の
あ
る
風
景
③

　
大
月
・
東
泉
田
と
西
泉
田
の
間

の
魚
野
川
に
橋
が
架
け
ら
れ
る
ま

で
は
、
渡
し
船
が
利
用
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
こ
の
渡
し
船
は
、
文
化

６
（
１
８
０
９
）
年
に
大
月
・
東

泉
田
・
西
泉
田
の
３
か
村
の
協
力

に
よ
り
建
設
さ
れ
た
そ
う
で
す
。

　
こ
の
間
に
橋
が
設
け
ら
れ
た
の

は
、
明
治
11
年
春
の
こ
と
で
す
。

こ
こ
で
も
３
か
村
が
協
力
し
て
、

長
さ
52
間
（
約
94
メ
ー
ト
ル
）、

幅
２
間
２
尺
（
約
４
メ
ー
ト
ル
）

の
木
橋
が
完
成
し
、『
泉
田
橋
』

と
名
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
こ
の
橋
は
明
治
18
年

７
月
１
日
の
洪
水
で
流
失
、
そ
の

後
も
洪
水
に
よ
る
被
害
が
相
次
ぎ
、

修
繕
や
再
建
を
繰
り
返
し
な
が
ら

人
び
と
の
往
来
を
支
え
て
き
ま
し

た
。
主
な
と
こ
ろ
で
は
、
大
正
６

年
に
修
繕
工
事
、
大
正
10
年
に
鉄

筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
（
東
側
約
半

【
問
合
せ
】

　
社
会
教
育
課 

文
化
振
興
班

☎
７
７
３
‐
３
７
５
６ 91

ディスポート南魚沼 夏期延長営業 開始
期間　６月７日～８月30日の日曜日・祝日とお盆期間（８月13日㈭～ 16日㈰）

施　設 夏期延長営業時間

プール 10：00 ～ 18：00　

アリーナ・ランニングトラック ９：00～ 18：30　

※�トレーニングルームは、当面の間営業を見合わせます。新型コロナウイルス感染症の状況により、施設
の休止または、内容が変更となる場合があります。ご了承ください

公益財団法人南魚沼市文化スポーツ振興公社 スポーツ振興係
〒949-6611 南魚沼市坂戸372　ディスポート南魚沼内　ディスポート☎773 6̶620　スポパラ☎773 3̶210

６月の休館日：８日㈪、
15日㈪、22日㈪、29日㈪

ディスポート南魚沼
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まなびのひろば

図
書
館
は
開
館
６
周
年
！

　
６
月
１
日
㈪
か
ら
開
館
７
年
目

に
な
り
ま
し
た
。

テ
ー
マ
展
示

　食
育
月
間

　
６
月
は
食
育
月
間
、
毎
月
19
日

は
食
育
の
日
で
す
。

　「
食
」
に
関
心
を
持
っ
て
い
た

だ
き
、
健
康
な
食
生
活
を
お
く
る

た
め
に
役
立
つ
本
を
集
め
ま
し
た
。

子
ど
も
向
け
に
は
「
え
い
よ
う
の

ヒ
ミ
ツ
が
わ
か
る
！
食
育
え
ほ

ん
」「
家
族
で
食
育
！
朝
ご
は
ん
」

な
ど
の
本
を
紹
介
し
ま
す
。

歯
と
口
の
健
康
週
間

　
６
月
４
日
㈭
～
10
日
㈬
は
、「
歯

を
上
映
し
ま
す
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ス
ペ

シ
ャ
ル
）

日
時
　
６
月
11
日
㈭

　
午
前
11
時
～
11
時
50
分

会
場
　
図
書
館
　
多
目
的
室

対
象
　
一
般
・
高
齢
者

絵
本
の
へ
や

　
乳
幼
児
向
け
の
楽
し
い
絵
本
の

読
み
聞
か
せ
を
行
い
ま
す
。

期
日
　
毎
週
水
曜
日

　
午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

会
場
　
図
書
館�

多
目
的
室

内
容
　
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
「
い
な

い
い
な
い
ば
あ
」
な
ど

対
象
　
乳
幼
児
・
保
護
者
ほ
か

出
演
　
ふ
う
せ
ん
の
会

読
書
の
つ
ど
い

み
ん
な
だ
い
す
き
、
の
り
も
の
だ

い
し
ゅ
う
ご
う
！

　
普
段
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
大
型

紙
芝
居
や
大
型
絵
本
を
楽
し
ん
で

み
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
６
月
13
日
㈯

　
午
後
２
時
～
３
時
30
分

会
場
　
図
書
館 

多
目
的
室

テ
ー
マ
「
の
り
も
の
」

内
容
　
大
型
紙
芝
居
「
で
ん
し
ゃ

が
く
る
よ
」、
大
型
絵
本
「
で

ん
し
ゃ
に
の
っ
て
」、
新
聞
紙

あ
そ
び
、
本
の
紹
介
ほ
か

対
象
　
幼
児
・
小
学
生
・
保
護
者

ほ
か

費
用
　
無
料
（
予
約
不
要
）

お
は
な
し
の
じ
か
ん

日
時
　
６
月
７
日
㈰

　
午
前
11
時
～
11
時
30
分

会
場
　
図
書
館�

児
童
コ
ー
ナ
ー

対
象
　
乳
幼
児
・
保
護
者
ほ
か

乳
幼
児
親
子
お
は
な
し
の
会

「
え
ほ
ん
で
あ
そ
ぼ
」

七
夕
の
星
飾
り
を
つ
く
ろ
う
！

　
七
夕
に
ぴ
っ
た
り
の
星
飾
り
を

み
ん
な
で
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

日
時
　
６
月
19
日
㈮

　
午
前
10
時
～
11
時
30
分

会
場
　
大
和
公
民
館

内
容
　
手
袋
人
形
、
ま
ん
ま
る

ち
ゃ
ん
、
絵
本
、
パ
ネ
ル
シ
ア

タ
ー
、
手
遊
び
、
歌
、
工
作
な

ど
対
象
　
乳
幼
児
と
保
護
者

　
イ
ベ
ン
ト
は
中
止
に
な
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
予
め
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

と
口
の
健
康
週
間
」
で
す
。
健
康

に
生
き
て
い
く
力
を
支
え
る
歯
と

口
に
つ
い
て
の
本
を
紹
介
し
ま
す
。

　
今
年
の
標
語
は
、「
咲
か
そ
う

よ
　
笑
顔
の
花
を
　
歯
み
が
き

で
」
で
す
。

６
月
の
暮
ら
し
を
快
適
に

　
衣
替
え
、
梅
し
ご
と
、
食
中
毒

予
防
や
湿
気
・
カ
ビ
対
策
な
ど
、

６
月
を
快
適
に
暮
ら
す
た
め
に
役

立
つ
本
を
紹
介
し
ま
す
。

写
真
の
本
を
楽
し
も
う

　
６
月
１
日
は
「
写
真
の
日
」
で

す
。
い
ろ
い
ろ
な
ジ
ャ
ン
ル
の
写

真
集
、
写
真
家
の
伝
記
、
フ
ォ
ト

エ
ッ
セ
イ
、
写
真
撮
影
の
ア
ド
バ

イ
ス
本
な
ど
、
写
真
に
ま
つ
わ
る

本
を
集
め
ま
し
た
。

雨
の
日
を
楽
し
も
う
！
（
子
ど
も

向
け
）

　
雨
の
日
に
ぴ
っ
た
り
な
絵
本
や

読
み
物
、
か
が
く
の
本
を
紹
介
し

ま
す
。

　
親
子
で
「
雨
」
を
楽
し
ん
で
み

ま
せ
ん
か
？

プ
ラ
チ
ナ
デ
イ

Ｄ
Ｖ
Ｄ
上
映
会

『
奇
跡
の
湿
原
　
尾
瀬
』（
49
分
）

　
日
本
人
が
愛
し
て
や
ま
な
い
天

空
の
楽
園
・
尾
瀬
ヶ
原
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
図

書
館
サ
ー
ビ
ス
を
便
利
に
使
っ
て

み
ま
せ
ん
か

　
自
宅
の
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
な
ど
で
予
約
や
利
用
状
況

の
照
会
な
ど
が
で
き
ま
す
。

・
資
料
の
予
約

・
貸
し
出
し
の
延
長

・
資
料
の
検
索（
表
紙
画
像・配
架

図
の
表
示
、外
部
サ
イ
ト
連
携
）

・
パ
ス
ワ
ー
ド
登
録
・
変
更

・
Ｍ
Ｙ
本
棚
　
な
ど

　
図
書
館
で
借
り
た
本
の
履
歴
を

保
存
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
履

歴
の
保
存
を
開
始
す
る
に
は
、
規

約
に
同
意
し
て
い
た
だ
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。

巡
回
図
書
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
５
月
21
日
㈭
に
塩
沢
図
書
室
の

巡
回
図
書
を
２
０
０
冊
入
れ
替
え

ま
し
た
。
次
回
、
大
和
図
書
室
は

６
月
18
日
㈭
に
入
れ
替
え
予
定
で

す
。

南魚沼市  月～金9：30～20：00（土日祝日19：00まで）
 休館：４日㈭、18日㈭（図書整理日）
大　和   ☎777̶4671火～日 9祝：00 ～ 19：00

 休館：月曜日
塩　沢   ☎782̶0100　9：00 ～ 20：00

 （月 土 日 祝日17：00まで）休館：１日㈪、２日㈫

6月の開館日時

みんなの図書館
【申込み・問合せ】南魚沼市図書館   ☎773 6̶677
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常設展　～彫る 摺
す

る 画
か

く～「棟方志功の世界」
企画展　期間　６月20日㈯～ 11月15日㈰
※好評につき、当企画展を延長しました
美しき日本の風景
　葛飾北斎を始め、歌川広

ひろ

重
しげ

、横山大
たい

観
かん

、片岡球
たま

子
こ

な
ど、当館が所蔵する巨匠たちの作品が登場します。日
本の象徴である富士山や、京都の金閣寺、当時の人び
との様子が描かれた作品をご覧ください。
南国の摩訶不思議な世界（セピックアート）
　今ではパプアニューギニアからの持ち出しが禁止さ
れている、貴重な民族美術のコレクションを多数展示
します。

今泉記念館アートステーション

☎783̶4500　FAX 783̶3388　
URL http://www.michinoeki-minamiuonuma.jp/imaizumi-kinenkan/
￥一般500円／小中高250円（市内の小中学生は無料)

開館9：00～17：00（入館16：30まで）
６月の休館：～19日㈮

絵
え

紙
が み

ワンダーランド～小千谷の雛
ひな

まつり～
期間　７月12日㈰まで　※会期を延長しました
　小千谷市の伝統的なひな祭りと絵紙を再現し、小千
谷市の絵紙文化の魅力を紹介しています。

池田記念美術館

☎780-4080　FAX 777-3815　URL http://www.ikedaart.jp　
￥一般500円／高校生以下無料

開館9：00～17：00（入館16：30まで）
６月の休館：毎週水曜日

北越雪譜いろはかるたから
「わかよたれそ」の「れ」
「霊

れい

威
い

　厳しい　御
お

機
はた

屋
や

の恋」
　御機屋とは、高貴な人への
品など特別な注文の縮を織る
場所をいいます。
　織子は常に身を清めてから
機を織ります。
　その禁を破った男女が受け
た神罰の話です。

鈴木牧之記念館

☎・FAX 782̶9860　URL http://www.6bun.jp/bokushi/
￥大人500円/小中高250円（市内の小中学生は無料）

開館9：00～16：30
６月の休館：毎週火曜日

開館30周年記念「白の探求～光・風・雲～」
期間　７月７日㈫まで
　富岡惣一郎が晩年に描い
た、夜空に咲く花火や揺ら
めく水に映る光と影、ヨッ
トやもみじなどで表現した
風、雪国の朝夕に色づく雲
といった「光・風・雲」を
中心に初期から晩年の作品
を年代順に展示していま
す。
ラウンジ展 ６月［観覧無料］
市民ギャラリー　川永フミ「手染めの花展PARTⅡ」
南魚沼の風景　井口亘さん（城内出身）が描いた南
魚沼の風景を展示

トミオカホワイト美術館

☎775̶3646　FAX 775̶3650　URL http://www.6bun.jp/white/
￥一般500円／小中高250円（市内の小中学生は無料）

開館９：00～17：00（入館終了16：30)
６月の休館：毎週水曜日

市民無料の日：８日㈪、18日㈭、28日㈰

「南こうせつコンサートツアー2020～いつも
歌があった～」公演中止とチケットの払い戻し
　６月21日㈰の開催を延期していた「南こうせつコ
ンサートツアー 2020 ～いつも歌があった～」は、新
型コロナウイルス感染症拡大防止のため公演を中止
し、チケットを払い戻すことになりました。楽しみに
していたみなさんに心よりお詫び申し上げます。
　チケットの払い戻しについては、南魚沼市民会館ま
でお問い合わせください。

南魚沼市民会館

☎773-5500　FAX 772-8161　
URL http://www.6bun.jp/kaikan/

受付8：30～17：15
６月の休館：８日㈪、15日㈪、22日㈪、29日㈪

　新型コロナウイルス感染症対策により、開館時
間などが変更になる可能性があります。詳しくは
各施設にお問い合わせください。

「五色沼・春」
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　市では、国内外で開催される競技会（主に全国大会）に出場する
市内在住の選手・団体に、推奨金を支給しています。支給基準や申
請方法は、市ウェブサイトをご覧になるか、生涯スポーツ課にお問
い合わせください。

市民のスポーツ奨励 棚村基金推奨金
【問合せ】生涯スポーツ課　☎773‒6630

令和元年度の支給実績
件数 合計金額
94件 1,460,000円

令和元年度奨励選手の紹介（国際大会出場と全国大会８位以内の選手）
氏　名 出　場　大　会　名 種　目 成　績

中
なか

島
じま

衣
い

千
ち

花
か 第２回アジアオセアニア空手道選手権大会 空手 小学４年生女子形個人２位
第62回小学生・中学生全国空手道選手権大会 空手 小学４年生女子形個人２位

中
なか

島
じま

　朱
す ず み

澄 第62回小学生・中学生全国空手道選手権大会 空手 中学２年生女子形個人８位

伊
い

藤
とう

　聖
せい

馬
ま
第98回全国高校サッカー選手権大会 サッカー ３位

八
はっ

海
かい

高
こう

校
こう

レスリング部
ぶ 第55回北信越高等学校レスリング選手権大会 レスリング ３位

小
こ

林
ばやし

　　茜
あかね

2019日本学生陸上競技個人選手権大会 陸上 １位

大
おお

平
だいら

　真
ま

輝
き
第35回わんぱく相撲全国大会 相撲 小結５位

関
せき

　　哲
てつ

也
や
日本スポーツマスターズ2019 野球 ３位

我
わが

田
た

　　柊
しゅう

第57回全国中学校スキー大会 クロスカントリー クラシカル４位�

山
やま

本
もと

　大
まさ

晴
はる

第93回全日本学生スキー選手権大会 クロスカントリー 10kmフリー７位
４×7.5㎞リレー６位

羽
は

吹
ぶき

　唯
ゆい

人
と FIS�NORDIC�JUNIOR�WORLD�SKI�
CHAMPIONSHIPS クロスカントリー

スプリントフリー 68位
30㎞フリー 24位
10㎞クラシカル41位
リレー 13位

佐
さ

藤
とう

進
しん

太
た

郎
ろう 第68回全国高等学校スキー大会 アルペンスキー 大回転１位

第74回国民体育大会冬季大会スキー競技会 アルペンスキー 大回転３位

牧
まき

野
の

　レナ 第92回全日本学生スキー選手権大会 アルペンスキー スーパー大回転２位

山
やま

本
もと

　天
あま

嶺
ね
第69回全国高等学校スキー大会 アルペンスキー 大回転２位

阿
あ

部
べ

　杏
あん

樹
じゅ

ゴールドウィンFISユースジャパンカップ2020 アルペンスキー
大回転12位
スラローム14位
パラレル22位

南
な

雲
ぐも

　美
み

里
さと

ゴールドウィンFISユースジャパンカップ2020 アルペンスキー
大回転８位
スラローム９位
パラレル９位

片
かた

山
やま

　大
たい

斗
と
ゴールドウィンFISユースジャパンカップ2020 アルペンスキー 大回転４位

パラレル５位
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熱
中
症
を
防
ご
う

【
問
合
せ
】
保
健
課　

☎
７
７
３
‐
６
８
１
１

　
急
に
暑
く
な
る
初
夏
は
、
体
が

慣
れ
て
い
な
い
た
め
、
熱
中
症
に

注
意
が
必
要
で
す
。
現
在
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
対
策
な
ど
で

マ
ス
ク
を
着
用
す
る
機
会
が
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
体

に
熱
が
こ
も
り
や
す
く
な
り
、
熱

中
症
の
リ
ス
ク
が
高
ま
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

　
熱
中
症
は
、
気
温
や
湿
度
が
高

い
環
境
下
に
い
る
こ
と
で
体
内
の

水
分
や
塩
分
な
ど
の
バ
ラ
ン
ス
が

崩
れ
、
体
温
調
節
が
で
き
な
く
な

り
発
症
し
ま
す
。
め
ま
い
、
頭
痛

や
だ
る
さ
な
ど
の
症
状
の
ほ
か
、

け
い
れ
ん
や
意
識
の
異
常
な
ど
が

お
こ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
運
動
な
ど
を
し
て
い
な
く
て
も
、

体
か
ら
は
１
日
約
２
．５
リ
ッ
ト

ル
の
水
分
が
失
わ
れ
ま
す
。

　
屋
外
だ
け
で
な
く
室
内
で
も
熱

中
症
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

高
齢
者
や
乳
幼
児
、
病
気
に
か

か
っ
て
い
る
人
の
ほ
か
、
在
宅
勤

務
や
外
出
自
粛
な
ど
室
内
で
過
ご

す
時
間
が
長
く
な
っ
て
い
る
人
は

注
意
が
必
要
で
す
。

予
防
の
ポ
イ
ン
ト

・
室
温
が
高
く
な
ら
な
い
よ
う
に

エ
ア
コ
ン
や
扇
風
機
、
す
だ
れ

な
ど
を
上
手
に
使
う

・
の
ど
が
渇
か
な
く
て
も
こ
ま
め

に
水
分
と
適
度
な
塩
分
を
と
る

・
屋
外
で
は
気
温
に
注
意
し
、
体

を
締
め
付
け
な
い
涼
し
い
服
装

で
、
帽
子
や
日
傘
を
利
用
す
る

・
作
業
中
や
外
出
時
は
適
度
に
休

憩
を
取
り
無
理
を
し
な
い

・
日
ご
ろ
か
ら
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ

た
食
事
を
１
日
３
回
と
る
。
特

に
朝
食
は
抜
か
な
い

・
早
め
の
就
寝
を
心
が
け
、
寝
不

足
に
な
ら
な
い
よ
う
に
す
る

・
暑
い
時
期
に
な
る
前
に
適
度
に

運
動
し
、
体
力
を
つ
け
て
お
く

熱
中
症
が
疑
わ
れ
た
ら

・
涼
し
く
安
全
な
場
所
に
移
動
さ

せ
、
衣
服
を
緩
め
て
寝
か
せ
る

・
室
内
で
あ
れ
ば
エ
ア
コ
ン
や
扇

風
機
な
ど
で
風
を
当
て
、
体
を

冷
や
す

・
脇
の
下
、
太
も
も
の
付
け
根
な

ど
を
冷
や
し
、
可
能
で
あ
れ
ば

水
分
を
少
し
ず
つ
取
ら
せ
る

・「
意
識
が
は
っ
き
り
し
な
い
」

「
自
力
で
水
分
が
取
れ
な
い
」

場
合
は
、
す
ぐ
に
救
急
車
を
呼

ぶ

日
本
脳
炎
予
防
接
種

【
問
合
せ
】
保
健
課

☎
７
７
３
‐
６
８
１
１

　
日
本
脳
炎
の
予
防
接
種
は
、
平

成
17
～
21
年
度
に
積
極
的
勧
奨
の

差
し
控
え
が
あ
り
ま
し
た
が
、
新

た
な
ワ
ク
チ
ン
が
開
発
さ
れ
、
従

前
と
同
様
に
接
種
で
き
ま
す
。

　
平
成
12
～
18
年
度
に
生
ま
れ
た

人
は
、
平
成
17
～
21
年
度
に
日
本

脳
炎
の
予
防
接
種
を
受
け
て
い
な

い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
母
子
健
康

手
帳
な
ど
を
確
認
し
、
下
表
に

沿
っ
て
、
接
種
を
受
け
て
く
だ
さ

い
。

　
平
成
12
年
６
月
２
日
～
平
成
19

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人
は
、
20

歳
の
誕
生
日
の
前
日
ま
で
、
日
本

脳
炎
の
定
期
予
防
接
種
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
予
診
票
の
再
発
行
が
必
要
な
人

は
、
母
子
健
康
手
帳
を
持
ち
、

保
健
課
、
子
育
て
支
援
課
、
大

和
・
塩
沢
市
民
セ
ン
タ
ー
に
お

こ
し
く
だ
さ
い

●１期接種（合計３回）
生年月日 １期の標準的な接種

平成19年４月２日以降

３歳時に２回（６日以上の間隔をあける）、その後おおむね１年をおいて（４歳時）１回
※�３回目は、２回目から６か月を経過していれば接種可。７歳半が接種期限です。
期限内に、不足回数を接種しましょう。平成19年４月２日～平成21年10月１日
生まれの人は、１期に限り特例で９歳以上13歳未満でも接種可

平成12年６月２日～
平成19年４月１日

未接種の人は、不足回数を接種しましょう。
※郵送した接種券をご利用ください。20歳以上になると、全額自費となります

●２期接種（１回）

生年月日 ２期の標準的な接種
１期（全３回の接種）終了後、９歳から10歳に達するまでに１回接種する

平成19年４月２日以降 ９歳のときに１回。９歳の誕生月前月に接種券を郵送します。
平成12年６月２日～
平成19年４月１日

１期が未完了の人は、２期は接種できません。１期が完了した人は、２期の接種に
ついてご相談ください。

平成12年６月２日～
平成19年４月１日

１期が完了したら、２期を接種しましょう。郵送した接種券をご使用ください。
※20歳以上になると、全額自費となります

※�１期接種が２回以下の人は、前回の接種から期間が空いても差し支えないので、６日以上の間隔を空けて
残りの回数を接種してください。合併前の旧町の予診票でも使用できますが、接種券のないものは使用で
きません。市役所窓口で再発行を受けてください。この表にない場合でも、医療機関で任意（全額自費）
で接種可
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６月の城内診療所 診療担当医師（予定表）
受付・診療時間 � 午前：月曜～土曜　〈受付〉 �8：30 ～ 11：30　〈診療〉 �9：00 ～
� 午後：月曜～金曜　〈受付〉11：30 ～ 16：00　〈診療〉14：00 ～
◎来院時はマスクの着用をお願いします。 【問合せ】城内診療所　☎775̶2009

月 火 水 木 金 土 日
午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 休診日
１日 ２日 ３日 ４日 ５日 ６日 ７日

髙　橋 田　中 髙　橋 髙　橋 髙　橋 休��診 休��診

８日 ９日 10日 11日 12日 13日 14日

髙　橋 田　中 松　田 髙　橋 髙　橋 福本 休診 休��診

15日 16日 17日 18日 19日 20日 21日

髙　橋 田　中 髙　橋 髙　橋 髙　橋 休　診 休��診

22日 23日 24日 25日 26日 27日 28日

髙　橋 田　中 松　田 髙　橋 髙　橋 福本 休診 休��診

29日 30日 ◎城内診療所では、自宅まで無料で送迎します。
　送迎希望は、電話か窓口でお申し�込みください。
　（送迎は午前中のみ）　　　　　髙　橋 田　中

一い
ち

無む

・
二に
し

少ょ
う

・
三さ
ん

多た

で
生
活
習
慣
病

を
予
防

【
問
合
せ
】
保
健
課☎７

７
３
‐
６
８
１
１

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
予
防

対
策
で
、
外
出
自
粛
な
ど
に
よ
り
在
宅
時

間
が
増
え
る
と
、
ど
う
し
て
も
生
活
が
乱

れ
が
ち
に
な
り
ま
す
。

　
一
無
・
二
少
・
三
多
で
生
活
習
慣
病
予

防
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

一
無
＝
禁
煙
の
勧
め

「
百
害
あ
っ
て
一
利
な
し
」

　
た
ば
こ
の
煙
に
は
健
康
を
害
す
る
た
く

さ
ん
の
有
害
物
質
や
発
が
ん
物
質
が
含
ま

れ
て
お
り
、
吸
う
人
だ
け
で
な
く
、
周
り

の
人
に
も
影
響
（
受
動
喫
煙
）
を
及
ぼ
し

ま
す
。

　
た
ば
こ
を
吸
う
人
は
、
禁
煙
し
て
み
ま

せ
ん
か
？

二
少
＝
少
食
・
少
酒
の
勧
め

「
腹
八
分
目
に
医
者
い
ら
ず
」

　
暴
飲
暴
食
は
控
え
ま
し
ょ
う
。

「
万よ
ろ
ずの
病
は
酒
よ
り
こ
そ
お
こ
れ
」

　
飲
酒
は
１
日
１
合
程
度
ま
で
に
と
ど
め
、

週
に
２
日
は
休
肝
日
を
設
け
ま
し
ょ
う
。

三
多
＝
多
動
・
多
休
（
・
多
接
）
の
勧
め

　
今
は
多
接
は
で
き
ま
せ
ん
が
、「
密
閉・

密
集
・
密
接
」
を
避
け
、
体
を
動
か
し
、

十
分
休
養
を
取
り
ま
し
ょ
う
。

　
め
り
は
り
の
あ
る
生
活
は
、
健
康
長
寿

に
欠
か
せ
な
い
要
素
で
す
。

食
育
の
風
　

南
魚
沼
市
減
塩
キ
ー
ワ
ー
ド

「
さ
か
ど
や
ま
」

【
問
合
せ
】
保
健
課☎７

７
３
‐
６
８
１
１

　
「
日
本
人
の
食
事
摂
取
基
準
２
０
２
０
」

で
、
１
日
の
食
塩
摂
取
の
目
標
量
は
今
ま

で
よ
り
０
．５
ｇ
下
が
り
、
男
性
は
７
．５

ｇ
未
満
、
女
性
は
６
．５
ｇ
未
満
と
な
り

ま
し
た
が
、
南
魚
沼
市
民
の
食
塩
摂
取
量

は
11
ｇ
を
上
回
る
と
い
う
デ
ー
タ
が
あ
り

ま
す
。

　
日
ご
ろ
の
食
生
活
で
減
塩
が
習
慣
と
な

る
よ
う
に
、
身
近
な
坂
戸
山
に
か
け
て
減

塩
キ
ー
ワ
ー
ド
「
さ
か
ど
や
ま
」
を
考
え

ま
し
た
の
で
、
お
役
立
て
く
だ
さ
い
。

さ
：
酸
味
（
酢
、
レ
モ
ン
汁
な
ど
）
で
味

付
け

か
：
カ
ッ
プ
麺
、
イ
ン
ス
タ
ン
ト
ラ
ー
メ

ン
の
ス
ー
プ
は
残
す

ど
：
ど
う
し
て
も
、
か
け
な
け
れ
ば
い
け

な
い
か
考
え
よ
う
。
か
け
醤
油
は
味
を

見
て
か
ら

や
：
薬
味
や
香
り
の
い
い
食
材
を
利
用

ま
：
毎
日
続
け
よ
う
。
減
塩
は
継
続
が
大

切
※
食
育
の
ポ
ッ
プ
は
、
市
役
所
各
庁
舎
や

食
育
推
進
協
力
店
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
も
確
認
で

き
ま
す
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成
人
歯
科
健
診

後
期
高
齢
者
歯
科
健
診

【
問
合
せ
】
保
健
課☎７

７
３
‐
６
８
１
１

　
市
民
課 
国
保
年
金
係

☎
７
７
３
‐
６
６
６
１

　
特
定
年
齢
の
人
を
対
象
に
、
成
人
歯
科

健
診
・
後
期
高
齢
者
歯
科
健
診
を
行
い
ま

す
。

対
象
者

成
人
歯
科
健
診
﹇
保
健
課
﹈

・
令
和
２
年
４
月
２
日
～
令
和
３
年
４
月

１
日
に
、
21
・
31
・
41
・
51
・
61
・
71

歳
に
な
る
人
（
５
月
に
通
知
済
み
）

・
令
和
２
年
度
中
に
妊
娠
届
を
提
出
し
た

妊
婦

後
期
高
齢
者
歯
科
健
診
﹇
市
民
課
﹈

　
令
和
２
年
４
月
２
日
～
令
和
３
年
４
月

１
日
に
76
・
80
歳
に
な
る
市
の
後
期
高
齢

者
医
療
加
入
者

共
通
事
項

費
用

　
無
料
（
治
療
費
は
自
己
負
担
）

検
査
項
目

　
問
診
・
口
腔
内
審
査
・
総
合
判
定
・
口

腔
衛
生
指
導

実
施
期
間
　
６
月
１
日
㈪
～
令
和
３
年
２

月
27
日
㈯

※
妊
婦
は
通
年

申
込
み
　
健
診
は
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

通
知
に
記
載
の
あ
る
歯
科
医
院
に
直
接

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

６
月
は
「
歯
と
口
の
健
康
週
間
」

〜
歯
ぎ
し
り
〜

【
問
合
せ
】
保
健
課☎７

７
３
‐
６
８
１
１

　
歯
ぎ
し
り
の
原
因
は
ま
だ
完
全
に
は
解

明
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
ス
ト
レ
ス
や
か

み
合
わ
せ
の
異
常
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
影
響
と
し
て
歯
の
咬こ
う

耗も
う

（
す
り
減
り
）、
顎
の
関
節
へ
の
過
度

な
負
担
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　
対
策
と
し
て
は
歯
の
か
み
合
わ
せ
の
調

整
、
ナ
イ
ト
ガ
ー
ド
の
装
着
な
ど
が
あ
り

ま
す
。
か
か
り
つ
け
の
歯
科
医
院
に
相
談

す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

�

　
　（
引
用
：
新
潟
県
歯
科
医
師
会
）

　

新
潟
県
健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ロ
ー

ド
を
活
用
し
よ
う
！

【
問
合
せ
】
保
健
課☎７

７
３
‐
６
８
１
１

　
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
い
つ
で
も
、
ど
こ
で

も
、
ひ
と
り
で
も
で
き
る
身
近
で
簡
単
な

運
動
で
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
に
よ
る
外
出
制
限
や
、
在
宅
勤
務
が
続

く
と
運
動
不
足
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
生
活

不
活
発
病
（
動
か
な
い
状
況
が
続
く
こ
と

で
、頭
や
心
身
の
機
能
が
低
下
す
る
こ
と
）

や
生
活
習
慣
病
の
予
防
な
ど
の
観
点
か
ら

も
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
が
お
勧
め
で
す
。

　
市
内
に
は
、
新
潟
県
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
協

会
と
新
潟
県
が
選
定
し
た
６
つ
の
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
コ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。

　
健
康
づ
く
り
に
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー

ス
を
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

※
新
潟
県
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
健
康
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
ロ
ー
ド
を
紹
介
し
て
い
ま
す

天
地
人
上
田
の
庄
・
登
川
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

ロ
ー
ド

　
自
然
豊
か
な
リ
バ
ー
サ
イ
ド
コ
ー
ス
。

登
川
河
川
公
園
を
起
点
に
沢
口
橋
ま
で
の

登
川
沿
い
を
歩
く
自
然
豊
か
な
片
道
約�

３
．５
㎞
の
コ
ー
ス
。
片
道
約
45
分
。

ゆ
き
ぐ
に
牧
之
通
り
ま
ち
歩
き
コ
ー
ス

　
鈴
木
牧
之
記
念
館
を
発
着
と
し
、
長
恩

寺
、
牧
之
通
り
、
雪
の
結
晶
タ
イ
ル
、
塩

沢
つ
む
ぎ
記
念
館
、
機
屋
小
路
を
歩
く
、

約
２
．６
㎞
の
コ
ー
ス
。
一
周
約
35
分
。

天
地
人
坂
戸
城
跡
・
銭
淵
公
園
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
ロ
ー
ド

　
市
民
の
憩
い
の
場
と
し
て
整
備
さ
れ
た

銭
淵
公
園
内
を
歩
く
約
１
．２
㎞
の
コ
ー

ス
。
一
周
約
15
分
。

六
日
町
駅
前
通
り
・
兼
続
地
区
ま
ち
歩
き

コ
ー
ス

　
六
日
町
駅
を
発
着
と
し
、
お
六
と
桂
姫

の
像
、
直
江
兼
続
公
伝
世
館
、
兼
続
通
り

を
歩
く
歴
史
や
自
然
を
間
近
に
感
じ
る
こ

と
が
で
き
る
約
３
．５
㎞
の
コ
ー
ス
。
片

道
約
45
分
。

八
色
の
森
公
園
コ
ー
ス

　「
健
康
の
杜
」
計
画
に
よ
り
整
備
さ
れ

た
散
策
型
公
園
内
を
歩
く
約
４
㎞
の
コ
ー

ス
。
一
周
約
50
分
。

天
地
人
毘
沙
門
堂
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス

　
八
色
の
森
公
園
を
発
着
と
し
、
魚
野
川

を
渡
り
、
毘
沙
門
堂
を
歩
く
往
復
約
３
．

４
㎞
の
コ
ー
ス
。
片
道
約
60
分
。

※
外
出
の
際
は
、
集
団
で
の
行
動
を
避
け
、

マ
ス
ク
の
着
用
、
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
を

守
っ
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
帰
宅
後
は
、

「
手
洗
い
・
う
が
い
」
な
ど
の
感
染
予

防
を
徹
底
し
て
く
だ
さ
い



市報 みなみ魚沼　令和2年6月1日発行 14

けんこうひろば市などからのお知らせ 掲示板

住
所
変
更
と
市
か
ら
の
郵
便
物
に
つ
い

て【
意
見
・
提
案
な
ど
】

　
現
住
所
に
転
居
し
て
、
市
役
所
で
の

住
所
変
更
も
済
ん
で
い
ま
す
。

　
税
務
課
か
ら
旧
住
所
に
郵
便
物
が
届

き
ま
す
。
記
憶
が
不
正
確
で
す
が
、
他

部
署
か
ら
も
旧
住
所
に
届
い
て
い
る
よ

う
で
す
。

　
ふ
だ
ん
お
付
き
合
い
の
あ
る
部
署
に

は
、
行
っ
た
つ
い
で
に
新
住
所
を
教
え

て
あ
り
ま
す
が
、
他
の
課
で
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
知
り
ま
せ
ん
。

　
市
役
所
で
は
住
所
の
一
元
管
理
が
さ

れ
て
い
な
い
の
で
す
ね
。

　
こ
れ
か
ら
自
分
が
関
係
し
て
い
そ
う

な
部
署
す
べ
て
を
ま
わ
っ
て
住
所
変
更

を
知
ら
せ
ま
す
が
、
見
落
と
し
た
部
署

が
あ
っ
た
ら
ご
容
赦
く
だ
さ
い
。

（
令
和
元
年
12
月
）

【
市
か
ら
の
返
事
】

　
市
で
は
、
転
入
・
転
居
・
転
出
な
ど

の
住
所
異
動
届
を
受
け
付
け
る
と
、
住

民
基
本
台
帳
シ
ス
テ
ム
に
入
力
し
、
処

理
を
行
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
連
動

し
て
い
る
他
部
署
の
シ
ス
テ
ム
に
も
住

所
変
更
が
反
映
さ
れ
る
の
で
、
届
出
後

に
発
行
し
た
個
人
の
証
明
書
や
通
知
は
、

新
住
所
で
出
力
さ
れ
ま
す
。

　
今
回
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
い
た
税

務
課
か
ら
の
郵
便
物
は
、
個
人
事
業
主

宛
の
文
書
で
あ
っ
た
た
め
、
未
修
正
の

前
住
所
に
送
付
さ
れ
ま
し
た
。

　
市
で
は
、
個
人
の
住
民
登
録
と
は
別

に
、
個
人
事
業
主
の
登
録
を
し
て
お
り
、

そ
れ
ぞ
れ
を
別
の
人
格
と
し
て
管
理
し

て
い
ま
す
。
よ
っ
て
、
個
人
の
登
録
は

転
居
情
報
に
よ
り
修
正
さ
れ
ま
す
が
、

個
人
事
業
主
の
登
録
は
別
の
人
格
と
し

て
い
る
た
め
、
転
居
情
報
は
反
映
さ
れ

ま
せ
ん
。
ま
た
、
自
宅
を
事
務
所
の
住

所
と
し
て
登
録
し
て
い
る
人
も
い
れ
ば
、

自
宅
と
は
別
に
事
務
所
を
設
け
、
そ
こ

を
登
録
し
て
い
る
人
も
お
り
、
残
念
な

が
ら
機
械
的
に
転
居
情
報
と
連
動
し
て

修
正
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　
ご
指
摘
い
た
だ
い
た
件
は
、
今
後
の

課
題
と
し
て
対
応
を
検
討
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
が
、
改
善
に
は
シ

ス
テ
ム
の
改
修
が
必
要
で
あ
る
た
め
、

早
急
に
対
応
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

現
状
で
は
個
人
事
業
主
か
ら
別
途
転
居

の
情
報
を
い
た
だ
か
な
い
と
、
変
更
す

る
こ
と
が
困
難
な
状
況
と
な
っ
て
い
ま

す
。
誠
に
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
が
、
ご

理
解
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。

　
そ
の
他
の
部
署
か
ら
の
郵
便
物
に
つ

い
て
は
、
ど
の
よ
う
な
文
書
が
届
い
た

か
ご
連
絡
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
担
当

部
署
で
調
査
を
行
い
ま
す
。
ご
協
力
お

願
い
し
ま
す
。

（
担
当
：
税
務
課
）

ゴ
ミ
出
し
支
援
に
つ
い
て

【
意
見
・
提
案
な
ど
】

　
11
月
末
に
テ
レ
ビ
の
ニ
ュ
ー
ス
で
見

ま
し
た
が
、
国
か
ら
補
助
が
出
る
こ
と

を
ご
存
知
で
す
か
。
た
だ
し
、
補
助
金

に
規
定
が
あ
り
ま
す
が
（
例
、
一
人
暮

ら
し
の
老
人
、体
の
不
自
由
な
人
な
ど
）。

　
私
は
障
が
い
が
あ
り
、
ひ
と
り
暮
ら

し
で
す
。
ゴ
ミ
出
し
に
苦
労
し
て
い
ま

す
か
ら
こ
の
制
度
の
対
象
に
入
る
か
と

思
わ
れ
ま
す
が
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

（
令
和
元
年
12
月
）

【
市
か
ら
の
返
事
】

　
国
で
は
、「
高
齢
者
等
世
帯
に
対
す

る
ゴ
ミ
出
し
支
援
」
を
創
設
し
、
市
町

村
が
当
該
支
援
を
実
施
し
た
場
合
、
そ

の
経
費
の
一
部
を
国
か
ら
市
町
村
に
補

助
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
対
象
と

な
る
経
費
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

・
ゴ
ミ
の
戸
別
回
収
を
行
う
場
合
の
必

要
経
費

・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
（
特
定
非
営
利
活
動
法
人
）

な
ど
に
よ
る
ゴ
ミ
出
し
支
援
に
対
す

る
補
助
に
係
る
経
費

・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
に
よ
る
ゴ
ミ
出
し
支
援

に
対
す
る
補
助
に
係
る
経
費

・
社
会
福
祉
協
議
会
な
ど
に
委
託
し
て

ゴ
ミ
出
し
支
援
を
行
う
際
の
経
費
な

ど
　
市
で
は
、
こ
れ
ら
の
経
費
が
発
生
す

る
事
業
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　
そ
の
た
め
、
現
状
で
は
社
会
福
祉
協

議
会
が
運
営
し
て
い
る
「
南
魚
沼
な

じ
ょ
も
ね
っ
と
」
の
利
用
ま
た
は
介
護

保
険
サ
ー
ビ
ス
の
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー

ビ
ス
に
依
頼
す
る
こ
と
が
最
も
有
効
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

　
こ
の
た
び
の
国
の
制
度
化
に
よ
り
、

市
と
し
て
も
こ
の
支
援
事
業
に
つ
い
て

関
係
部
署
で
協
議
し
、
検
討
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。（

担
当
：
介
護
保
険
課
）

シ
リ
ー
ズ
　
市
民
の
声
43

【
問
合
せ
】
秘
書
広
報
課

　
☎
７
７
３
‐
６
６
５
８
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弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談 

【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

☎
７
７
２
‐
２
５
４
１

　
マ
ル
チ
商
法
や
資
格
商
法
に
よ
る
消
費

者
ト
ラ
ブ
ル
、
多
重
債
務
、
不
動
産
、
相

続
、
離
婚
な
ど
の
問
題
で
お
悩
み
の
人
に
、

弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談
を
毎
月

行
っ
て
い
ま
す
。

日
時
　
６
月
18
日
㈭

　
午
後
１
時
30
分
～
４
時

会
場
　
本
庁
舎�

南
分
館
１
階�

　
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

定
員
　
５
人

※
相
談
時
間
は
１
人
約
30
分

締
切
り
　
６
月
17
日
㈬
　
正
午

申
込
み
　
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
弁
護
士
と
の
相
談
時
間
を
有
効
に
使
え

る
よ
う
、
申
込
み
時
に
相
談
員
が
概
要

を
伺
い
ま
す

　
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
は
、
多
重
債
務

も
含
め
、
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
の
相
談
に
応

じ
ま
す
。
身
近
な
相
談
窓
口
と
し
て
、
気

軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

令
和
２
年
度
環
境
保
全
型
農
業
直

接
支
払
交
付
金
事
業

【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　
農
林
課 

農
業
振
興
係

☎
７
７
３
‐
６
６
６
３

　
地
球
温
暖
化
防
止
や
生
物
の
多
様
性
保

全
な
ど
に
効
果
の
高
い
営
農
活
動
に
取
り

組
む
農
業
者
グ
ル
ー
プ
に
支
援
を
行
い
ま

す
。

要
件

・
取
り
組
み
者
全
員
が
、
国
際
水
準
Ｇ
Ａ

Ｐ
に
関
す
る
研
修
を
受
講
し
、
必
要
と

考
え
る
取
り
組
み
を
実
施
す
る
こ
と
。

・
取
り
組
み
を
行
う
作
物
は
、
販
売
が
目

的
で
あ
る
こ
と
。

・
取
り
組
み
者
全
員
が
自
然
環
境
の
保
全

に
資
す
る
生
産
活
動
を
推
進
す
る
活
動

を
実
施
す
る
こ
と
。

※
個
人
で
も
一
定
の
条
件
（
集
落
の
耕
地

面
積
の
概
ね
１
／
２
以
上
で
支
援
対
象

の
取
り
組
み
を
行
う
な
ど
）
を
満
た
し

て
い
る
と
、
支
援
の
対
象
に
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す

申
込
み
　
事
業
計
画
と
営
農
活
動
計
画
書

を
農
林
課
に
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

締
切
り
　
６
月
30
日
㈫

※
詳
し
く
は
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（「
令

和
２
年
度
環
境
保
全
型
農
業
直
接
支
払

交
付
金
」
で
検
索
）
を
ご
覧
い
た
だ
く

か
、
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い

有
料
道
路
の
割
引

【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　
福
祉
課 

障
が
い
福
祉
係

☎
７
７
３
‐
６
６
６
７

Ｆ
Ａ
Ｘ：
７
７
３
‐
６
７
２
３

　
障
が
い
者
手
帳
に
車
の
ナ
ン
バ
ー
を
登

録
す
る
こ
と
で
、
有
料
道
路
の
料
金
を
通

常
の
半
額
に
割
り
引
き
ま
す
。
車
は
１
台

の
み
登
録
で
き
ま
す
。

※
車
の
所
有
者
な
ど
、
制
限
が
あ
り
ま
す

対
象
者

　
身
体
障
が
い
者
手
帳
ま
た
は
療
育
手
帳

Ａ
の
交
付
を
受
け
て
い
る
人

申
請
に
必
要
な
も
の

・
交
付
を
受
け
て
い
る
手
帳

・
車
検
証
（
所
有
者
の
氏
名
が
個
人
名
義

の
も
の
に
限
る
）

・
運
転
免
許
証
（
障
が
い
者
本
人
が
運
転

す
る
場
合
）

※
Ｅ
Ｔ
Ｃ
を
利
用
す
る
場
合
は
次
の
も
の

も
お
持
ち
く
だ
さ
い

・
Ｅ
Ｔ
Ｃ
カ
ー
ド
（
障
が
い
者
本
人
名
義

の
も
の
）

・
Ｅ
Ｔ
Ｃ
車
載
器
の
管
理
番
号
が
確
認
で

き
る
も
の
（
Ｅ
Ｔ
Ｃ
車
載
器
セ
ッ
ト

ア
ッ
プ
申
込
書
・
証
明
書
な
ど
）

そ
の
他

　
手
帳
の
等
級
に
よ
っ
て
、
本
人
の
運
転

以
外
に
、
家
族
の
運
転
が
認
め
ら
れ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

意
思
疎
通
支
援
者
派
遣
事
業

【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　
福
祉
課 

障
が
い
福
祉
係

☎
７
７
３
‐
６
６
６
７

Ｆ
Ａ
Ｘ：
７
７
３
‐
６
７
２
３

　
市
で
は
、
聴
覚
障
が
い
な
ど
が
あ
り
、

手
話
な
ど
に
よ
る
意
思
疎
通
を
希
望
す
る

人
に
、
意
思
疎
通
支
援
者
の
派
遣
事
業
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

意
思
疎
通
支
援
者
と
は

　
手
話
通
訳
士
・
手
話
通
訳
者
・
手
話
奉

仕
員
な
ど
で
市
の
登
録
を
受
け
た
人

対
象
者
　
聴
覚
障
が
い
者
な
ど
で
市
内
に

住
所
を
有
す
る
人
か
、
営
利
を
目
的
と

し
な
い
団
体

派
遣
で
き
る
内
容

・
市
役
所
で
の
各
種
手
続
き
を
行
う
場
合

な
ど

・
地
域
活
動
に
参
加
す
る
場
合
な
ど

派
遣
で
き
な
い
場
合

・
営
利
目
的
の
場
合

・
政
治
団
体
や
宗
教
団
体
の
活
動
に
関
わ

る
場
合

・
そ
の
他
派
遣
す
る
こ
と
が
適
当
で
な
い

と
市
長
が
認
め
た
場
合

そ
の
他
　
意
思
疎
通
支
援
者
と
の
日
程
調

整
後
に
派
遣
が
決
定
し
ま
す
。
希
望
に

添
え
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

掲
示
板

市
な
ど
か
ら
の
お
知
ら
せ
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小
規
模
土
地
基
盤
（
畦
抜
）

整
備
事
業
の
受
付
開
始

【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　
農
林
課 
農
業
振
興
係

☎
７
７
３
‐
６
６
６
３

　
地
域
の
中
心
と
な
る
担
い
手
（
人
・
農

地
プ
ラ
ン
に
記
載
さ
れ
た
農
業
者
）
や
認

定
農
業
者
な
ど
が
、
効
率
的
な
農
作
業
を

行
う
た
め
に
実
施
す
る
小
規
模
水
田
の
畦

抜
事
業
の
実
施
に
係
る
経
費
を
補
助
し
ま

す
。

対
象
　
交
付
決
定
日
～
令
和
３
年
３
月
31

日
㈬
に
、
薮
神
・
大
巻
・
六
日
町
・
塩

沢
・
石
打
地
区
内
の
「
田
」
地
目
で
登

記
さ
れ
て
い
る
農
地
の
整
備
（
地
区
外

の
場
合
は
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
）

※
土
地
改
良
法
に
基
づ
く
ほ
場
整
備
事
業

を
完
了
し
た
年
度
の
翌
年
度
か
ら
起
算

し
て
８
年
を
経
過
し
て
い
な
い
ほ
場
や
、

事
業
が
予
定
さ
れ
て
い
る
ほ
場
は
対
象

外
補
助
額
　
事
業
費
の
１
／
２
以
内
（
限
度

額
40
万
円
）

締
切
り
　
６
月
26
日
㈮

申
込
み
　
事
業
申
込
書
を
農
林
課
に
ご
提

出
く
だ
さ
い
。

　（
申
込
書
は
農
林
課
で
配
布
）

※
申
込
み
多
数
の
場
合
は
、
地
域
の
中
心

と
な
る
担
い
手
（
人
・
農
地
プ
ラ
ン
に

記
載
さ
れ
た
農
業
者
）
を
優
先
し
て
採

択
し
ま
す
。
採
択
後
に
、
交
付
申
請
書

を
土
地
改
良
区
経
由
で
農
林
課
に
ご
提

出
く
だ
さ
い

狂
犬
病
予
防
注
射
は

済
み
ま
し
た
か
？

【
問
合
せ
】
環
境
交
通
課

☎
７
７
３
‐
６
６
６
６

　
犬
の
飼
い
主
に
は
、
１
年
に
１
回
、
狂

犬
病
予
防
注
射
を
接
種
さ
せ
る
こ
と
が
法

律
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
集
合
注

射
で
接
種
し
な
か
っ
た
場
合
は
、
獣
医
師

か
ら
接
種
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　
犬
の
体
調
不
良
な
ど
で
接
種
で
き
な
い

場
合
は
、
獣
医
師
の
発
行
す
る
猶
予
証
明

書
を
総
合
窓
口
（
本
庁
舎
）
か
、
大
和
・

塩
沢
市
民
セ
ン
タ
ー
に
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

　
市
で
は
次
の
指
定
獣
医
師
に
事
務
委
託

を
し
て
、
犬
の
登
録
手
続
き
や
鑑
札
、
狂

犬
病
予
防
注
射
済
票
の
交
付
を
行
っ
て
い

ま
す
。

南
魚
沼
市
指
定
獣
医
師

・
小
宮
山
　
毅
〔
庄
之
又
〕

　
六
日
町
動
物
病
院
　

　
☎
７
７
０
‐
０
３
７
０

・
星
野
　
昭
一
〔
魚
沼
市
〕

　
山
田
家
畜
診
療
所

　
☎
０
２
５
‐
７
９
２
‐
５
５
７
１

・
仲
村
　
龍
弥
〔
魚
沼
市
〕

　
こ
い
で
動
物
病
院

　
☎
０
２
５
‐
７
９
２
‐
２
１
８
４

・
岩
男
　
謙
太
〔
魚
沼
市
〕

　
ゆ
き
の
く
に
動
物
病
院

　
☎
０
２
５
‐
７
０
８
‐
１
０
０
７

・
内
藤
　
竜
輔
〔
十
日
町
市
〕

　
竜
ど
う
ぶ
つ
病
院

　
☎
０
２
５
‐
７
５
７
‐
１
１
０
３

・
長
谷
川
　
雅
宏
〔
十
日
町
市
〕

　
げ
ん
動
物
病
院

　
☎
０
２
５
‐
７
５
０
‐
５
５
６
２

・
伊
藤
　
隆
幸
〔
十
日
町
市
〕

　
す
ま
い
る
ペ
ッ
ト
ク
リ
ニ
ッ
ク

　
☎
０
２
５
‐
７
５
５
‐
５
４
１
６

・
松
井
　
潤
次
〔
小
千
谷
市
〕

　
松
井
動
物
病
院

　
☎
０
２
５
８
‐
８
３
‐
２
０
０
１

・
新
保
　
雄
一
郎
〔
小
千
谷
市
〕

　
ウ
ッ
デ
ィ
動
物
病
院

　
☎
０
２
５
８
‐
８
６
‐
６
１
８
６

・
竹
内
　
克
志
〔
長
岡
市
〕

　
あ
た
ご
動
物
病
院

　
☎
０
２
５
８
‐
３
２
‐
３
６
０
０

・
山
田
　
英
一
〔
長
岡
市
〕

　
山
田
動
物
ク
リ
ニ
ッ
ク

　
☎
０
２
５
８
‐
３
３
‐
２
５
２
２

・
亀
山
　
昇
〔
長
岡
市
〕

　
亀
山
動
物
病
院

　
☎
０
２
５
８
‐
３
２
‐
３
９
２
５

・
五
十
嵐
　
一
大
〔
長
岡
市
〕

　
松
沢
動
物
病
院

　
☎
０
２
５
８
‐
２
４
‐
２
７
６
２

・
星
　
克
一
郎
〔
見
附
市
〕

　
見
附
動
物
病
院

　
☎
０
２
５
８
‐
３
６
‐
８
４
６
５

・
小
池
　
哲
也
〔
新
潟
市
〕

　
空
港
通
り
の
動
物
病
院

　
☎
０
２
５
‐
２
７
５
‐
３
６
２
１

　
　
　

猫
の
譲
渡
会
の
開
催

【
問
合
せ
】
魚
沼
ア
ニ
マ
ル
サ
ポ
ー
ト

☎
０
８
０
‐
７
７
９
７
‐
２
９
０
９

　
猫
の
譲
渡
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
人
数
制
限

を
行
い
な
が
ら
開
催
し
ま
す
。
ま
た
、
個

別
に
お
見
合
い
形
式
で
も
対
応
し
ま
す
。

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
募
集
中
の
猫
た
ち
は
、
魚
沼
ア
ニ
マ
ル

サ
ポ
ー
ト
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（「
毎
日
里

親
募
集
中
」
で
検
索
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

日
時
　
毎
月
第
３
日
曜
日

　
午
後
１
時
～
３
時

会
場
　
イ
オ
ン
六
日
町
店
２
階

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

に
よ
り
、
中
止
・
変
更
と
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
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Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
受
信
料
の
減
免

【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　
福
祉
課 
障
が
い
福
祉
係

☎
７
７
３
‐
６
６
６
７

Ｆ
Ａ
Ｘ
：
７
７
３
‐
６
７
２
３

対
象
者

【
全
額
免
除
】

　
身
体
障
が
い
者
手
帳
、
療
育
手
帳
、
精

神
障
が
い
者
保
健
福
祉
手
帳
の
い
ず
れ
か

の
手
帳
の
所
有
者
が
世
帯
構
成
員
で
あ
り
、

世
帯
全
員
が
市
民
税
非
課
税
の
場
合

【
半
額
免
除
】

・
視
覚
障
が
い
者
手
帳
、
聴
覚
障
が
い
者

手
帳
の
所
有
者
が
世
帯
主
で
受
信
契
約

者
の
場
合

・
身
体
障
が
い
者
手
帳
１
・
２
級
、
療
育

手
帳
Ａ
、
精
神
障
が
い
者
保
健
福
祉
手

帳
１
級
の
い
ず
れ
か
の
手
帳
の
所
有
者

が
世
帯
主
で
受
信
契
約
者
の
場
合

申
請
に
必
要
な
も
の

　
交
付
を
受
け
て
い
る
手
帳
・
印
鑑
・
Ｎ

Ｈ
Ｋ
の
お
客
様
番
号
の
わ
か
る
も
の

上
級
救
命
講
習
の
開
催

【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　
消
防
本
部 

警
防
課 

救
急
係

☎
７
８
２
‐
５
３
３
１

　
普
通
救
命
講
習
の
内
容
に
加
え
、
止
血

法
、
傷
病
者
管
理
法
、
外
傷
手
当
の
要
領

や
搬
送
法
な
ど
講
義
と
実
技
を
行
い
ま
す
。

初
め
て
の
人
も
気
軽
に
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

日
時
　
７
月
５
日
㈰

　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

会
場
　
南
魚
沼
市
消
防
本
部
〔
竹
俣
〕

定
員
　
20
人
程
度

費
用
　
無
料

締
切
り
　
６
月
28
日
㈰

そ
の
他

・
昼
食
は
各
自
で
ご
用
意
く
だ
さ
い

・
受
講
者
に
は
修
了
証
を
交
付
し
ま
す

・
必
ず
マ
ス
ク
を
着
用
し
、
実
技
の
で
き

る
服
装
で
お
こ
し
く
だ
さ
い

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
防

止
の
た
め
、
中
止
・
延
期
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
事
前
に
ご
確
認
く
だ
さ
い

う
っ
か
り
に
よ
る
火
災
が

多
発
し
て
い
ま
す

【
問
合
せ
】
消
防
本
部 

予
防
課

☎
７
８
２
‐
５
３
３
０

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

で
家
庭
で
調
理
す
る
機
会
が
多
く
な
り
、

調
理
中
の
う
っ
か
り
ミ
ス
や
ガ
ス
こ
ん
ろ

な
ど
の
使
用
方
法
の
不
備
に
よ
る
火
災
が

多
発
し
て
い
ま
す
。
調
理
中
に
、
こ
ん
ろ

な
ど
か
ら
離
れ
る
と
き
は
必
ず
火
が
消
え

た
こ
と
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　
火
の
取
り
扱
い
に
は
十
分
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

危
険
物
取
扱
者
乙
種
第
四
類
試
験

準
備
講
習
会

【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　
消
防
本
部 

予
防
課

☎
７
８
２
‐
５
３
３
０

日
時
　
７
月
９
日
㈭
　
午
後
１
時
30
分
～

４
時
30
分
、
７
月
10
日
㈮
　
午
前
９
時

30
分
～
午
後
４
時
30
分

会
場
　
十
日
町
地
域
地
場
産
業
振
興
セ
ン

タ
ー
（
ク
ロ
ス
10
）〔
十
日
町
市
本
町
〕

定
員
　
80
人

受
付
期
間
　

６
月
11
日
㈭
～
７
月
２
日
㈭

受
講
料
　

危
険
物
安
全
協
会
員 

６
，０
０
０
円

　
非
会
員 

９
，０
０
０
円

　
テ
キ
ス
ト
代 

４
，５
０
０
円

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
防

止
の
た
め
、
中
止
・
延
期
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
事
前
に
ご
確
認
く
だ
さ
い

消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
１
８
８
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

【
問
合
せ
】

　
南
魚
沼
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

☎
７
７
２
‐
２
５
４
１

　
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
１
８
８
（
局
番

無
し
）
は
、
近
く
の
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

な
ど
の
消
費
生
活
相
談
窓
口
を
案
内
す
る

こ
と
で
、
消
費
生
活
相
談
の
最
初
の
一
歩

を
お
手
伝
い
す
る
も
の
で
す
。

　「
悪
質
商
法
な
ど
に
よ
る
被
害
に
あ
っ

た
」「
あ
る
製
品
を
使
っ
て
け
が
を
し
て

し
ま
っ
た
」
な
ど
の
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
で

困
っ
て
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　
そ
ん
な
と
き
は
１
人
で
悩
ま
ず
に
、
全

国
ど
こ
か
ら
で
も
３
桁
の
電
話
番
号
で
つ

な
が
る
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン「
１い

や
や
！
８
８
」

か
、
南
魚
沼
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

消費者 ホットライン188
イメージキャラクター「イヤヤン」

お
詫
び
と
訂
正

【
問
合
せ
】
社
会
教
育
課 

文
化
振
興
班

　
　
　
☎
７
７
３
‐
３
７
５
６

　
市
報
５
月
１
日
号
24
ペ
ー
ジ
の
「
郷

土
資
料
あ
れ
こ
れ
90
」
の
問
合
せ
先
に

誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
お
詫
び
し
て
訂

正
し
ま
す
。

訂
正
前 

郷
土
史
編
さ
ん
係

　
☎
７
７
３
‐
２
１
９
７

訂
正
後 

文
化
振
興
班

　
☎
７
７
３
‐
３
７
５
６
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休
日
労
働
電
話
相
談
会

【
問
合
せ
・
相
談
】

　
新
潟
県
長
岡
労
働
相
談
所

☎
０
２
５
８
‐
３
７
‐
６
１
１
０

（
労
働
相
談
専
用
電
話
）

　
労
働
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
に
、

労
働
基
準
監
督
署
職
員
、
社
会
保
険
労
務

士
や
労
働
相
談
所
職
員
が
電
話
で
相
談
に

応
じ
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
守

ら
れ
ま
す
。

日
時
　
６
月
27
日
㈯

　
午
後
１
時
～
４
時
30
分

※
祝
日
を
除
く
月
～
金
曜
日
、
午
前
８
時

30
分
～
午
後
５
時
15
分
に
も
相
談
に
応

じ
て
い
ま
す

魚
沼
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル

７
月
入
校
生
募
集

【
問
合
せ
】

　
新
潟
県
立
魚
沼
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル

☎
０
２
５
‐
７
９
４
‐
２
４
１
０

Ｉ
Ｔ
活
用
・
グ
ル
ー
プ
ウ
ェ
ア
入
門
講
座

対
象
　
マ
ウ
ス
操
作
・
キ
ー
ボ
ー
ド
入
力

が
で
き
る
人

期
日
　
６
月
23
日
㈫
・
24
日
㈬

時
間
　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

会
場
　
キ
ャ
リ
ア
・
ス
テ
ッ
プ
魚
沼
教
室

〔
魚
沼
市
佐
梨
〕

定
員
　
12
人

費
用
　
４
，７
０
０
円

申
込
み
　

　
県
立
魚
沼
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル

締
切
り
　
６
月
５
日
㈮

６
月
は
「
土
砂
災
害
防
止
月
間
」

【
問
合
せ
】
南
魚
沼
地
域
振
興
局

　
地
域
整
備
部 

治
水
課

☎
７
７
２
‐
８
０
８
３

　
建
設
課 

維
持
管
理
班

☎
７
７
３
‐
６
６
７
４

　
梅
雨
時
期
は
、
雨
量
が
多
く
土
砂
災
害

が
発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
日
ご
ろ
か

ら
気
象
情
報
な
ど
に
注
意
し
、
避
難
場
所

を
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
大
雨
の
際

は
、
地
方
気
象
台
が
発
表
す
る
「
土
砂
災

害
警
戒
情
報
」
に
注
意
し
、
危
険
を
感
じ

た
ら
す
ぐ
に
避
難
し
て
く
だ
さ
い
。
山
や

崖
、
川
な
ど
で
異
常
な
箇
所
を
見
つ
け
た

ら
、
地
域
振
興
局
か
建
設
課
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

新
潟
県
お
も
い
や
り
駐
車
場
制
度

【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　
福
祉
課 

障
が
い
福
祉
係

☎
７
７
３
‐
６
６
６
７

Ｆ
Ａ
Ｘ：
７
７
３
‐
６
７
２
３

　
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
障
が

い
者
用
駐
車
ス
ペ
ー
ス
を
、
歩
行
の
困
難

な
人
が
利
用
し
や
す
く
す
る
た
め
の
制
度

で
、
申
請
に
よ
り
利
用
証
が
交
付
さ
れ
ま

す
。
案
内
標
示
が
あ
る
駐
車
場
で
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

対
象
者
　

　
障
が
い
者
・
高
齢
者
・
妊
産
婦
の
人
な

ど
、
歩
行
が
困
難
、
ま
た
は
歩
行
に
配
慮

が
必
要
な
人

※
等
級
な
ど
制
限
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く

は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

申
請
に
必
要
な
も
の

　
交
付
を
受
け
て
い
る
手
帳
な
ど

山
地
災
害
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

【
問
合
せ
】
農
林
課

　
☎
７
７
３
‐
６
６
６
３

　
南
魚
沼
地
域
振
興
局 

農
林
振
興
部 

森
林
施
設
課

　
☎
７
７
２
‐
８
２
７
０

　
山
地
災
害
に
対
す
る
理
解
と
関
心
を
深

め
る
た
め
、
６
月
30
日
㈫
ま
で
「
山
地
災

害
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
実
施
し
ま
す
。

　「
山
に
亀
裂
が
走
る
」「
山
か
ら
石
が
落

ち
て
く
る
」「
山
の
湧
き
水
が
止
ま
る
、

増
え
る
」「
川
が
濁
る
、
水
位
が
下
が
る
」

「
井
戸
水
が
濁
る
」
な
ど
は
、
山
地
災
害

前
の
危
険
信
号
で
す
。

　
危
険
を
感
じ
た
ら
、
指
定
さ
れ
た
避
難

場
所
へ
避
難
し
、
災
害
が
起
こ
っ
た
ら
、

す
ぐ
に
１
１
０
番
か
１
１
９
番
に
通
報
し

ま
し
ょ
う
。

　
普
段
か
ら
家
族
や
地
域
で
、
危
険
場
所

や
避
難
場
所
に
つ
い
て
話
し
合
い
、
確
認

し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

交
通
災
害
共
済
会
員
証
は

お
持
ち
で
す
か
？

【
問
合
せ
】
環
境
交
通
課

　
☎
７
７
３
‐
６
６
６
６

　
令
和
２
年
度
新
潟
県
交
通
災
害
共
済
に

加
入
し
た
人
は
、
領
収
印
が
あ
る
「
交
通

災
害
共
済
会
員
証
」
を
お
持
ち
か
ご
確
認

く
だ
さ
い
。
事
故
の
際
の
見
舞
金
請
求
に

必
要
で
す
。

　
お
持
ち
で
な
い
場
合
は
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

共
済
期
間

　
令
和
３
年
３
月
31
日
㈬
ま
で

み
ん
な
の
投
稿
ペ
ー
ジ

「
あ
・
の
・
そ
」を
ご
利
用
く
だ
さ
い

【
問
合
せ
】

　
秘
書
広
報
課 

秘
書
広
報
班

☎
７
７
３
‐
６
６
５
８

　
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
は
、
市
民
と
市
外

か
ら
の
来
訪
者
な
ど
に
向
け
て
、
個
人
・

団
体
・
法
人
な
ど
が
情
報
発
信
を
行
う
場

と
し
て
み
ん
な
の
投
稿
ペ
ー
ジ
「
あ・の・

そ
」
を
開
設
し
て
い
ま
す
。
掲
載
で
き
る

内
容
は
、
イ
ベ
ン
ト
告
知
や
会
員
募
集
、

活
動
紹
介
な
ど
で
す
。
み
な
さ
ん
の
利
用

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

に
よ
り
中
止
・
延
期
す
る
イ
ベ
ン
ト

【
問
合
せ
】
各
主
催
者
に
お
問
い
合
せ

く
だ
さ
い

【
中
止
】

第
36
回
南
魚
沼
市
民
ゴ
ル
フ
大
会

期
日
　
８
月
下
旬

問
合
せ

　
株
式
会
社
ロ
ー
テ
ッ
ク
（
有
馬
）

　
☎
７
７
２
‐
２
０
５
４

第
35
回
塩
沢
地
域
ゴ
ル
フ
大
会

期
日
　
６
月
末

問
合
せ

　
ジ
ェ
フ
・
ゴ
ル
フ
サ
ー
ビ
ス

　
☎
７
８
２
‐
９
９
３
８

【
延
期
】

第
16
回
ジ
ュ
ニ
ア
ジ
ャ
ン
プ
大
会

期
日
　
６
月
14
日
㈰

問
合
せ
　
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
課

　
☎
７
７
３
‐
６
６
３
０

※
開
催
時
期
な
ど
に
つ
い
て
は
、
市
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
や
市
報
で
お
知
ら
せ
し
ま
す

中
学
校
教
科
書
展
示
会

【
問
合
せ
】
学
校
教
育
課

☎
７
７
３
‐
６
７
０
０

　
令
和
３
年
度
か
ら
中
学
校
で
使
用
す
る

教
科
書
を
展
示
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
覧
く

だ
さ
い
。

会
場
　
南
魚
沼
市
図
書
館

期
間
　
６
月
12
日
㈮
～
25
日
㈭

　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
８
時

※
土
・
日
曜
日
は
午
後
７
時
ま
で

公
園
は
マ
ナ
ー
を

守
っ
て
使
い
ま
し
ょ
う

【
問
合
せ
】

　
都
市
計
画
課 

施
設
係

☎
７
７
３
‐
６
６
６
２

　
公
園
は
み
な
さ
ん
の
憩
い
の
場
所
で
す
。

公
園
の
施
設
な
ど
を
汚
し
た
り
壊
し
た
り

し
な
い
、
ご
み
や
ペ
ッ
ト
の
ふ
ん
は
持
ち

帰
る
な
ど
、
誰
で
も
気
持
ち
よ
く
利
用
で

き
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
ま
わ
り
の
人

に
思
い
や
り
の
気
持
ち
を
も
っ
て
、
お
互

い
に
マ
ナ
ー
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

八
色
の
森
か
ら 

㉖

【
問
合
せ
】

　
八
色
の
森
公
園
管
理
事
務
所

☎
７
８
０
‐
４
５
６
０

　
公
園
や
周
辺
で
見
ら
れ
る
生
物
な
ど
を

紹
介
し
ま
す
。

か
た
つ
む
り

（
ヒ
ダ
リ
マ
キ
マ
イ
マ
イ
）

　
梅
雨
時
期
に
カ
タ
ツ
ム
リ
と
い
う
の
は

定
番
で
す
が
絵
に
な
り
ま
す
。
八
色
の
森

で
は
何
種
類
か
の
カ
タ
ツ
ム
リ
を
見
る
こ

ご
厚
意
に
感
謝
し
ま
す

　
南
魚
沼
サ
ー
ビ
ス
店
会
様
か
ら
、
ふ
る

さ
と
作
り
少
子
化
対
策
支
援
の
た
め
５
５
，

０
０
０
円
を
ご
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。

協
力
各
店
な
ど
に
設
置
し
た
募
金
箱
に
寄

せ
ら
れ
た
募
金
な
ど
を
ご
寄
付
い
た
だ
い

た
も
の
で
す
。

　
丸
山
篤
様
〔
城
山
新
田
〕
か
ら
、
消
防

活
動
な
ど
の
た
め
、
５
０
０
，０
０
０
円

を
ご
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
と
し
て

　
髙
橋
庚
作
様
〔
中
之
島
〕
か
ら
、
３
４

５
，４
３
５
円
を
ご
寄
付
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　
北
里
大
学
保
健
衛
生
専
門
学
院
様
か
ら
、

医
療
用
ア
イ
ソ
レ
ー
シ
ョ
ン
ガ
ウ
ン
（
防

護
服
）
１
０
０
着
を
ご
寄
付
い
た
だ
き
ま

し
た
。

※
平
成
20
年
に
「
学
校
法
人
北
里
研
究
所

と
南
魚
沼
市
と
の
連
携
協
力
に
関
す
る

包
括
協
定
」
を
締
結
し
て
い
ま
す

　
松
井
敏
崇
様
〔
上
町
一
丁
目
２
区
〕
か

ら
、
マ
ス
ク
４
０
０
枚
を
ご
寄
付
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
市
内
に
お
住
い
の
人
か
ら
、
子
ど
も
の

た
め
に
役
立
て
て
も
ら
い
た
い
と
、
紙
マ

ス
ク
１
１
，０
０
０
枚
を
ご
寄
付
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
ご
厚
意
に
沿
う
よ
う
、
有
効
に
使
わ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

と
が
で
き
ま
す
。
大
型
で
一
番
よ
く
目
に

す
る
も
の
が
ヒ
ダ
リ
マ
キ
マ
イ
マ
イ
で
す
。

名
前
に
あ
る
よ
う
に
殻
が
「
左
巻
き
」
で

す
。

　
新
潟
県
で
は
こ
の
種
が
一
般
的
な
の
で
、

カ
タ
ツ
ム
リ
と
い
う
と
左
巻
き
の
イ
メ
ー

ジ
が
あ
り
ま
す
が
、
全
国
的
に
み
る
と
カ

タ
ツ
ム
リ
は
右
巻
き
の
も
の
が
多
い
で
す
。

少
し
小
型
で
地
下
道
な
ど
の
壁
に
よ
く
見

ら
れ
る
の
が
ウ
ス
カ
ワ
マ
イ
マ
イ
で
す
。

そ
の
他
に
ニ
ッ
ポ
ン
マ
イ
マ
イ
な
ど
が
見

ら
れ
ま
す
。

　
カ
タ
ツ
ム
リ
は
移
動
能
力
が
低
い
た
め
、

地
域
に
固
有
の
種
が
進
化
し
や
す
い
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
県
内
に
も
地
域
限
定
で

見
ら
れ
る
種
（
サ
ド
マ
イ
マ
イ
、
ム
ラ
ヤ

マ
マ
イ
マ
イ
な
ど
）
が
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
残
念
な
こ
と
に
人
為
的
な
移

動
な
ど
に
よ
る
分
布
の
か
く
乱
が
み
ら
れ

ま
す
。
八
色
の
森
公
園
で
一
度
だ
け
、
関

東
地
方
に
よ
く
見
ら
れ
る
ミ
ス
ジ
マ
イ
マ

イ
と
思
わ
れ
る
殻
を
拾
っ
た
こ
と
が
あ
る

の
で
す
が
、
本
当
に
八
色
の
森
に
い
る
の

か
ど
う
か
調
べ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

ヒダリマキマイマイ
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救 急 医 療

子育ての駅「ほのぼの」通信

【問合せ】保健課　☎773－6811
救急医療のかかり方　　　　　　　　　　　　　　　
①�電話をかける
　次の病院に電話で症状を伝えてください。
重症（意識がないなど）の場合は119番で
救急車を呼んでください。
●南魚沼市民病院　☎788－1222
●魚沼基幹病院　　☎777－3200
●齋藤記念病院（脳神経外科救急）　☎773－5111
※電話のかけまちがいにご注意ください
②�指示通りに受診する
•電話での指示に従って受診してください。
•スタッフの状況や症状などに応じて、他の医療機関
　を案内する場合があります。
•緊急度や重症度の高い順に対応するため、診察の順
　番が前後し、待ち時間が長くなる場合があります。
•休日・夜間は検査や人員体制が十分ではないので、
　できるだけ通常の診療時間内に受診してください。
夜間に困った時は
　夜間に具合が悪くなったとき（発熱、頭痛、おう
吐、下痢、けがなど）にご利用ください。
時間　19：00～翌朝8：00（毎日）
●新潟県救急医療電話相談　　対象　15歳以上
　☎025－284－7119（♯7119でも可）
●新潟県小児救急医療電話相談　　対象　15歳未満
　☎025－288－2525（♯8000でも可）

　スマートフォンなどで気軽に読める無料デジタルブ
ック「Catalog� Pocket（カタポケ）」で、市報などの配信
を始めました。（今後、市報以外の情報も追加予定）
　10言語に対応し、音声読み上げ機能もあるため、市
内在住の外国出身者や障がいのある人にも、市の情報
を届けやすくなりました。

使い方　※通信料は利用者の負担となります
【アプリ版】
　下記のＱＲコードからダウンロードし、インストー
ル。「市報みなみ魚沼」を検索し、詳細画面で「マイコン
テンツ追加」にすると、発行時に通知が届きます。

【ブラウザ版】
　スマートフォンなどの容量を気に
せず利用できます。
　右のＱＲコードからご覧ください。

【問合せ】 秘書広報課　☎７７３－６６５８

　５月13日㈬と16日㈯、「特別定額
給付金」に乗じた詐欺などの犯罪被
害を防ぐため、南魚沼署と連携して
市内のスーパーなどで注意を呼びか
けて啓発活動を行いました。

今月の
表紙

行政
困りごと
相談

市民の動き
（　　　　）令和２年
４月末日現在

行政相談は、行政相談委員が、国の行政
に関する相談を聞き、制度や運営の改善
に生かすための仕組みです。
※定例相談は毎月１回、第３水曜日に開催します
新型コロナ感染症対策のため、6月は開催を中止します

【問合せ】 総務課 防災庶務班　☎773－6660

●人口　  55,807人（先月比 －77）
●男　　  27,332人（先月比 －42）
●女　　  28,475人（先月比 －35）
●世帯数  20,058戸（先月比 　43）

日にち 行事名・時間・会場など

おはなしのじかん
11：00～11：30　図書館 児童コーナー7日㈰

プラチナＤＶＤ上映会「奇跡の湿原 尾瀬」
11：00～11：50　図書館 多目的室11日㈭
読書のつどい「のりもの」
14：00～15：30　図書館 多目的室13日㈯
幼児親子おはなしの会「えほんであそぼ」
   ～七夕の星飾りを作ろう～
10：00～11：30　大和公民館

19日㈮
猫の譲渡会（魚沼アニマルサポート）
13：00～15：00　イオン六日町店2階21日㈰
第６回農業委員会総会
9:00～　大和庁舎３階 旧議場25日㈭

子育ての駅「ほのぼの」通信

6月のカレンダー6月のカレンダー

　親子で来館して子育ての相談をしませんか。
　子育ての悩み、不安、育児ストレス、子どもの
様子などをお聞かせください。スタッフがそばで
子どもを預ります。気軽にご参加ください。事前
に予約が必要です。詳しくは各施設にお問い合わ
せください。

　■ 南魚沼市子育て支援センター
　　　　　☎７７２－７７５４
　■ 塩沢金城わかば子育て支援センター
　　　　　☎７８２－５１６３
　■ 野の百合こども園「こひつじのおうち」
　　　　　☎７７２－２６２７
　また、市内の保育園・こども園では電話での相
談を受け付けています。ご利用ください。
【問合せ】子育て支援センター　☎772－7754

※新型コロナウイルスの影響により変更になる場合があります

市報みなみ魚沼が10言語で読めます
カタログ　����������ポケット　

     アイオーエス
◀ i O S

    アンドロイド
◀Android

▲ブラウザ版

多言語対応（10言語）
日本語、英語、中国語（簡体字・繁体
字）、韓国語、タイ語、ポルトガル語、
スペイン語、インドネシア語、ベトナ
ム語

音声読み上げ対応
　読みたい部分をタップ
（触って動作）すると、指定
した言語で読み上げます。
※ベトナム語を除く


